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研究実施に関する情報公開

　

当施設では、 下記の研究に協力しています。
患者さま、または患者さまの代理の方が、この研究のために患者さん本人の情報を使用・提供さ

れることにご了承いただけない場合は、 問合せ先までご連絡ください。

研究課題名 第５回日本梶済学会実態調査

研究機関名 日本栂療学会

　

実態調査委員会

研究責任者 日本裾済学会

　

実態調査委員長

　

紺家千津子

研究期間 ２０２０ 年

　

７月

　　

１ 日

　

～

　

２０２３年

　

３月 ３１日

対象 令和３年１０月１日から１０月３１日の間に得療の治療（検査） を受けた方

当該研究の意
義・目的

　

日本梶療学会の実態調査委員会では、２００６年より過去４回にわたり全国の

病院、介護保険施設、在宅（訪問看護ステーション） を対象に栂療の実態を

調査し、療養別の栂塘有病率や有病者の特徴などを日本栂療学会誌等で報告
してきました。 今回は、 その後の梅済の実態を明らかにし、 医療の質の向上

に寄与するための基礎的なデータを得ることを目的に、５回目の調査を行い

ます。

方法および研究

で利用する試

料・情報につい
て

　

この研究のために、患者さまに新たな検査や費用が追加されることは一切

ありません。 上記期間中に得られた診療録（カルテ） を本研究のために使用
させていただきます。
収集する情報
疾患名、 年齢、 性別、 健康障害のレベル、 日常生活自立度、 要介護度、 栂

療部位、 梅療が発生した場所、梶療の病変、使用している体圧分散寝具、
体位変換時間、栄養状態、局所治療計画、栂療対策危険因子、 栂療ハイリ
スクのカテゴリー、 発生要因、 転帰

外部への資料・

情報の提供
対象となる患者さまの診療録（カルテ） から上記の情報を調査し、日本握療

学会へ提供します。 各患者さまを結びつける情報の提供はいたしません。

個人情報の開示
に係る手続き

個人情報の開示に係るご相談は、当施設の下記担当者にご連絡ください。
施設名：
担 当者 ：

　　　　　　　　　　

電話

　

：

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｅ－ｍａｉｌ：

資料の閲覧につ
いて

　

ご要望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障が

ない範囲内で、この研究の計画や方法についての関連資料をご覧いただくこ
とができますのでお申し出ください。

問合せ先

その他、 この研究に関するお間合わせは、 下記へご連絡ください。

　

（株）春恒社学会事業部内

　

日本裾湾学会事務局

　　　

〒１６９－００７２ 東京都新宿区大久保２丁目４番地１２号

　　　　　　　　　

新 宿 ラム ダック ス ビル

　　　　　　

Ｅ－ｍａｉｌ：ｊｏｋｕｓｏｕ＠ｓｈｕｎｋｏｓｈａ．ｃｏＩｎ

　　　　　　

ＴＥＬ：０３－５２９１－２１７０

　

ＦＡＸ：０３－５２７２－１６３１

作成日：

　

２０２１年４月 ３０日

３５

jyokusou
タイプライタ
川崎医科大学附属病院 褥瘡対策室

jyokusou
タイプライタ
貝川　恵子

jyokusou
タイプライタ
０８６－４６２－１１１１

jyokusou
タイプライタ
kkai@med.kawasaki-m.ac.jp


